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1. 標準化の背景 
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4. 今後の課題 
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自動車機器事業本部 

標準化の背景：Mプログラム 

Mプログラム ＝ MATLABのプログラム言語 
 

特徴 
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長所 短所 
MATLABとの親和性が高い 

豊富な関数 

高速な行列演算 

Simulinkモデル 
の扱いが容易 

特殊な言語仕様、支援環境や 
コーディングルールが未整備 

CやVBとは 
異なる仕様 

市販のユーティリティ 
ツールが無い 

MISRA等の 
基準が無い 



自動車機器事業本部 

標準化の背景：統合環境Workbench 
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比較 
影響分析 
モデルチェック 
Designer 

変数、パラメータ定義 

キャリブレーション 
モニタ 

情報作成 

演算処理解析 
C言語用情報解析 
Auto Coder   

Cコード作成 

コンパイル C言語プログラム等 

Data Server 

Caliber 

 1999年頃より開発をスタート 
 設計者が一貫した操作で使用できる 

モデル作成と 
シミュレーション 

Workbench：内製のMBD統合開発環境 

実機試験 
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標準化の背景：Mプログラムの量 
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新Workbench Workbench Ver.2 

MATLAB/Simlink 

新バージョン 

MATLAB/Simlink 

新バージョン 

Workbench Ver.1 

ライブラリ 

Doc生成 

モデル差分 

モデル差分
（市販） 

MATLAB/Simulink 

新バージョン 

         

MATLAB/
Simulink 

MATLAB
/Simulink 

MATLAB/Simulink
新バージョン 

有効なBlock
を利用 

新機能追加 

新バージョン
への対応 

新機能 

自動実行 

メトリクス計測 

Doc生成 

（市販） 

TargetLink 

ライブラリ 

ライブラリ 

TargetLink 

TargetLink 

（TLDD等） 

ライブラリ 

開発当初 Ver.2 新バージョン 

コード検証 
（市販） 

当時存在しなかった機
能を内製し、モデルベー
ス開発をいち早く実現 

MATLAB/Simlink新バージ
ョン登場 

市販ツールの充実 

開発目的 

市販ツールを上手に活用して、
新バージョンに迅速に対応する 

ユーザビリティの向上 

複数Verへの対応 

シミュレーション 

シミュレーション 

シミュレーション 

Doc生成 

データ編集 

モデルチェック 

データ編集 

モデルチェック 
モデル差分 
（市販） 

データ編集 

Doc生成 

コード検証
（市販） 

2000年頃 2000年代半ば 

時間 
～現在 

Mプログラム数：242個 290個 

368個 

6 



自動車機器事業本部 

本日の発表内容 

1. 標準化の背景 

2. 標準化の目的 

3. 標準化の内容 

4. 今後の課題 

7 



自動車機器事業本部 

標準化の目的 

Mプログラム 

 プログラム記述の自由度が高い 

 プログラムの可読性はあまり良くない 

 メンテナンス性が悪くなりやすい 

 

標準化のねらい 

プログラム品質（開発効率・実行効率・保守性）の向上 
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コーディング
ルール

★

支援環境 ★

★

評価基準

ドキュメント

２０１４年度～２０１３年度 ～

MATLABプログラム
チェック基準

ドキュメントと
ツール間のリンク

プログラム開発

ガイドライン作成

ドキュメント

フォームの標準化

Mメトリクス
測定

２００８年作成

２０１１年作成

標準化の内容：取り組み内容 

運用中 

構築／作成中 10 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
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標準化の内容：①Mプログラム開発ガイドライン 
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（全18Ｐ：35個のルール） 

１．エディタ 
使用エディタ、エディタ設定、フォント設定など 

２．Mファイル 
ファイル名、プログラムの履歴の記述方法など 

３．関数 
関数名命名規則、関数間の区切り、履歴記述など 

４．変数 
変数名命名規則など 

５．コメント 
書式、記述位置など 

６．プログラム記述方法 
文法上の注意など 



自動車機器事業本部 

12 

標準化の内容：ガイドライン実例１（関数） 

p2  = 10 ; 

      y  = p1 * p2 ; 

引数で渡さなくても、 
関数Aの変数を参照可能 
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標準化の内容：ガイドライン実例２（Prg記法） 
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exist関数：変数・関数・フォルダー 
      等の存在をチェック 

４の意味がわからない 

検索対象の種別が不明確 

検索対象の種別 
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標準化の内容：ガイドライン実例３（Prg記法） 
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自動車機器事業本部 
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 Mプログラムのメトリクスを計測 
   （品質要素を数値化） 

 MATLABコマンドウィンドウから起動 

 計測項目は選択式（右図） 

 項目毎にレポート出力 
（下図） 

Mメトリクスツール 

標準化の内容：②Mメトリクスツール 



自動車機器事業本部 

内容

option_einfo

op_err_msg  = option_einfo(errop_code,varargin)

エラーオプション情報の取得

引数1 errop_code
エラーオプション番号
(errop_codeが定義されていない場合は、MATLABで実行時エラーになる)

引数2 varargin エラーオプションメッセージ付加情報　(対象ブロック名や対象ファイル名など)

戻り値1 op_err_msg エラーオプションメッセージ

オプションメッセージ情報の登録は本ソースコードの以下の代入文を
追加することにより
行う．

項目

書式

説明

備考

関数名

標準化の内容：③④ドキュメントフォーマット 
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・・・① mファイル名 

・・・③ 
・・・② 

・・・④ 

・・・⑤ 

・・・⑥ 

ツールでの 
自動更新 

逆変換にも 
対応 



自動車機器事業本部 
標準化の内容：⑤MATLABプログラムチェック基準 
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MATLABプログラムチェック基準 
 

MATLABプログラムの品質を確保することを目的として、 
プログラム作成に当たり遵守すべき作法（指針）、 
及び最低限チェックすべき項目を規定したもの（チェックリスト） 
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標準化の内容：プログラムチェック項目 実例１ 

チェック項目 例１ 
「配列データを扱う場合は、データ数が１と２以上の場合を考慮すること。」 
データ数が１の場合 データ数が２の場合 

データの形式が違う！ 



自動車機器事業本部 
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標準化の内容：プログラムチェック項目 実例２ 

チェック項目 例２ 
「str2numとstr2doubleの使用方法（使い分け）は適切か」 
分数値を持ったConstantブロック str2numで実行した場合 

str2doubleで実行した場合 

数値文字の 
扱い方が違う！ 
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自動車機器事業本部 

今後の課題 

 作成したガイドラインは抽象度が高く具現化が必要 
 具体的な規程・標準類を定義し、運用する。 
 

 ガイドライン違反箇所の抽出は工数大 
  適合性を自動検出（修正）するチェッカーを開発 
 

 Mプログラム品質を図る尺度（基準）が無い 
 Mメトリクス計測データを蓄積・分析し、Mプログラムの品質分析 

  （定量化）ツールを開発 

 Mプログラムの依存関係解析機能の開発 
 

 Mプログラム開発における一般的なガイドラインが無い 
 Mプログラミングにおける業界標準の検討 
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２０１4年度 ２０１5年度～

コーディング
ルール

★

支援環境 ★

★

評価基準

プロセス

～２０１３年度

ドキュメント

MATLABプログラム

チェック基準

ドキュメントと

ツール間のリンク

プログラム開発

ガイドライン作成

Mプログラム開発

ガイドラインチェッカー

Mプログラム

開発プロセス規程

ドキュメント

フォームの標準化

Mメトリクス
測定

Mメトリクスツール改良
（品質定量化・依存分析）

２００８年作成

２０１１年作成

標準化の内容：今後の取り組み 

運用中 

構築／作成中 
構築／作成予定 
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